
4.1.L2	 農業・生物生産

4.1.L2.01　微生物ものづくり

領域の定義

微生物が有する代謝機能を利用して特定の物質を生産することに関連する研究開発領域。代謝を構成
する素反応の理解、多種多様な素反応の間に存在する相互作用の理解を基礎とし、微生物や生体触媒
（酵素）にて低分子から高分子まで様々な有用物質を生産するための各種技術の確立が含まれる。原
料としては糖やグリセロールが多く用いられるが、植物由来の多糖類やCO2を炭素源とするための研究
開発も進められている。本領域は再生可能で循環型の社会構築に向けた基盤の一つになると期待され
ている。

図4.1-L2.01-1　微生物ものづくり領域における論文数の動向①

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 375CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L2.01-2　微生物ものづくり領域における論文数の動向②

376 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L2.01-3　微生物ものづくり領域における特許ファミリー件数の動向

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 377CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.L2.02　植物ものづくり

領域の定義

人類は古くから様々な植物由来物質を利用してきたが、植物バイオテクノロジーの発展に伴い、植物が
生産しない物質を植物で生産するという異種生産のホストとしての利用も拡大してきた。「植物ものづく
り」という用語は、一般には植物による物質生産だけでなく、微生物による植物代謝物の生産までを含
むこともあるが、ここでは植物、その培養物、藻類など光合成生物による物質生産について取り扱う。

図4.1-L2.02-1　植物ものづくり領域における論文数の動向①

378 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L2.02-2　植物ものづくり領域における論文数の動向②

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 379CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L2.02-3　植物ものづくり領域における特許ファミリー件数の動向

380 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）

研
究
開
発
領
域
別
の
分
析

4



4.1.L2.03　農業エンジニアリング

領域の定義

一時はランニングコストの高さから衰退したかに思われた植物工場関連技術は、近年の気候変動による
異常気象の多発、植物によるバイオ医薬品製造などの高付加価値物質生産への注目、都市部マーケッ
トでの製品の浸透、LED光源の普及によるランニングコストの低下など、様々な要因が重なり合うこと
で、再び高い注目を集めている。本項目では、植物工場関連技術、施設園芸一般、農機、ICTを活用
するスマート農業技術等について取り扱う。

図4.1-L2.03-1　農業エンジニアリング領域における論文数の動向①

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 381CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L2.03-2　農業エンジニアリング領域における論文数の動向②

382 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L2.03-3　農業エンジニアリング領域における特許ファミリー件数の動向

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 383CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）

研
究
開
発
領
域
別
の
分
析

4



4.1.L2.04　植物生殖

領域の定義

藻類やシダ植物、裸子植物や被子植物と、長い進化の歴史を反映した広範な分類体系にわたる植物の
生殖様式はきわめて多様であるが、ここでは、生殖器官として、いわゆる「花」を用いる被子植物の生
殖を中心に扱う。人類が食料として用いる植物の多くは被子植物に分類される。被子植物の生殖進化
をモデルケースとした、動物とは対照的な生殖様式の成立要因の探索と、その進化の特異性、及び植
物では広範にみられる交配を必要とせず、クローン種子を生産する現象である「アポミクシス」につい
ても扱う。花という特別なユニットを基礎として、都合の良い繁殖システムを自由に往来することのでき
る「植物の自由度」を駆動してきた進化の様相を紐解き、その進化の理解に基づいた次世代の作物の
新しいデザインを行う研究開発領域である。

図4.1-L2.04-1　植物生殖領域における論文数の動向①

384 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L2.04-2　植物生殖領域における論文数の動向②

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 385CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L2.04-3　植物生殖領域における特許ファミリー件数の動向

386 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.L2.05　植物栄養

領域の定義

光合成による二酸化炭素の吸収・同化（炭素の獲得）は、植物生産の中心である。また、様々な生体
内分子に含まれる元素で、多量必須元素となっている窒素やリンは、植物の光合成機能を直接支えてい
る栄養元素である。ここでは、植物による無機成分の同化メカニズムの解明とその農業応用に関わる研
究開発領域である。この領域は、限られた資源を有効に活用し、持続可能な環境負荷の低い農業を目
指す上で、極めて重要であるとされている。

図4.1-L2.05-1　植物栄養領域における論文数の動向①

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 387CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L2.05-2　植物栄養領域における論文数の動向②

388 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-L2.05-3　植物栄養領域における特許ファミリー件数の動向

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 389CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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